
☎町役場 0467（74）1111

重要な施策や制度、
旬のイベントなどを紹介します。

※報酬額が日額5,000円の委員については、1日の勤務時間が4時間以上であった場合、報酬額が8,700円となります。

名称 概要 任期 人数 年間開催回数 報酬・謝礼等 ｢私の考え｣テーマ 問い合わせ先

まちづくり
推進会議

協働のまちづくりについて調査、
協議

12月1日～
2020年
6月30日

2人 3～5回程度 日額5,000円 あなたにとっての協
働とはなんですか

協働文化推進課
☎内線272　協働担当
FAX（74）9141

地域自立支援
協議会

相談支援体制の強化や障害者福祉
行政政策、障がい者福祉計画に関
する協議、調査研究等

12月1日～
2020年
6月30日

2人 5回程度 記念品
障がい者が安心
して暮らせるまち
づくりについて

福祉課　☎内線144
障がい福祉担当
FAX（74）5613

介護保険運営
協議会

介護保険事業計画の進捗状況や
地域包括支援センター、地域密
着型サービスに関する事項につ
いて調査または協議

12月1日～
2021年
3月31日

2人 4回程度 日額5,000円 私が考える介護
予防

高齢介護課　☎内線135
介護保険担当
FAX（74）5613

生活支援・介護
予防サービス基
盤整備推進会議

日常生活に支援が必要な高齢者
に必要な、さまざまなサービスの
基盤整備を推進するための協議

12月1日～
2019年
3月31日

1人 3～4回程度 年額2,000円
相当の記念品

高齢者を支える
地域のつながり
について

高齢介護課　☎内線135
介護保険担当
FAX（74）5613

寒川広域リサイ
クルセンター運
営委員会

寒川広域リサイクルセンターの運
営等に関する提言、協議を行う。

12月1日～
2020年
3月31日

1人 2回程度 記念品 分別収集とリサイ
クルについて

寒川広域リサイクルセン
ター　☎（74）5547
FAX（74）5568

■委員を募集する審議会等の詳細

審議会等の委員を募集します
応募資格　任期開始日時点で、次のすべての要件を満たしていること
▶町に１年以上在住か在勤または在学の満20歳以上であること
▶町のほかの審議会、委員会、懇話会等の委員でないこと
▶行政機関の職員または町議会議員でないこと
▶同一の審議会等の公募委員を2期続けて務めている場合は、その職を退いてから2年以上経過していること
※介護保険運営協議会委員は上記資格に加え、次のいずれかに該当していること
●介護保険の第1号被保険者（65歳以上）
●介護保険の第2号被保険者（40歳以上65歳未満の医療保険に加入している人）
●要介護（支援）認定を受け、介護サービスを利用している人またはその家族
申し込み　10月31日（水）までに各担当課、各公民館、町ホームページなどにある所定の申込書と、任意の様式で200から400字
にまとめた｢私の考え｣を各担当課へ郵送か直接、ファクスまたはEメール（町ホームページから）で
選考方法　選考委員会で申込書および｢私の考え｣により選考を行います。結果は文書で通知します。

　
町
制
記
念
日（
11
月
1
日
）に
合
わ
せ
て
、
町

表
彰
式
を
開
催
し
ま
す
。
長
年
に
わ
た
り
町
の

発
展
に
貢
献
し
た
人
、
町
民
の
模
範
に
な
る
と

認
め
ら
れ
た
人
お
よ
び
団
体
を
表
彰
し
ま
す
。

日
時　
11
月
3
日（
土
）午
前
10
時
か
ら（
午
前
9

時
30
分
開
場
）

場
所　
町
民
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

内
容　

式
典
、
消
防
団
員
へ
の
感
謝
状
授
与
、

町
立
旭
が
丘
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏

※
手
話
通
訳
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

企
画
政
策
課

☎
内
線
2
３
7

秘
書
担
当

Ｆ
Ａ
Ｘ（
7
４
）9
１
4
１

　
紙
お
む
つ
を
使
用
中
の
2
歳
未
満
の
子
ど
も

が
い
る
家
庭
に
町
指
定
ご
み
袋
を
配
付
し
ま

す
。
該
当
す
る
家
庭
に
は
申
請
書
を
郵
送
し
ま

す
。
な
お
、
出
生
時
に
は
窓
口
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

申
請
受
付
開
始
日　
10
月
1
日（
月
） 

配
付
枚
数　
子
ど
も
の
月
齢
に
よ
る
規
定
枚
数

（
上
限
あ
り
）

※
詳
細
は
子
育
て
支
援
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

子
育
て
支
援
課　
☎
内
線
1
６
5

の
び
の
び
す
く
す
く
担
当　
Ｆ
Ａ
Ｘ（
7
４)

５
６

1
３

第
54
回 

町
表
彰
式

を
開
催
し
ま
す

乳
幼
児
紙
お
む
つ
用

ご
み
袋
の
配
付
を

開
始
し
ま
す
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パブリックコメント
（町民意見の公募）

　パブリックコメントは、町が条例や計画などを定めるときにその
内容を公表して意見を求め、寄せられた意見等を考慮して意思決定
を行うとともに、意見に対する町の考え方を公表するものです。

<茅ケ崎市・寒川町広域消防運営計画（素案）>
　将来にわたり持続可能な消防体制を構築するために、茅
ケ崎市と寒川町の消防の広域化（消防本部の統合）における
広域消防運営計画について意見を募集します。
対象　町内在住か在勤または在学の人、町内で活動する企
業・民間非営利団体またはそのほかの団体
意見募集・資料配付閲覧期間　10月2日（火）～31日（水）
資料配布閲覧場所　役場ロビー、消防庁舎2階消防総務課、
各公民館、寒川総合図書館、健康管理センター、シンコース
ポーツ寒川アリーナ（寒川総合体育館）、（一社）町観光協会、
寒川病院、町ホームページ
意見提出方法　資料配布閲覧場所で配布する所定の用紙ま
たは任意の用紙に住所、氏名（団体の場合は、団体名、担当
者の氏名、所在地）と意見を記入し、資料配付閲覧場所にあ
る募集箱へ直接、または消防本部消防総務課へ郵送か直接、
ファクスまたはEメール（町ホームページから）で
問消防本部消防総務課　☎（75）8001　総務担当　FAX（75）8080

皆さん
の意見を
聞かせて
ください

もとめます

不用物品の
有効利用

ゆずります

問町民窓口課　☎内線254　町民相談担当　FAX（74）2833

町のホームページにも掲載しています。
詳しくはお問い合わせください。

2018年
9月12日現在

▶草刈機　▶家庭用冷蔵庫
▶寒川さくら幼稚園体操服（120㎝くらい）
▶自転車（26、27インチ程度）　▶ワンダーコア

▶柔道着4着（155㎝、180㎝、3号、4号）
▶レディースフォーマル2着（オールシーズンワン
　ピース11号、冬用上下セット8号）
▶ワイシャツ（女子用170㎝）
▶男児用スーツ・シャツセット2着（110㎝）
▶ピアノ　▶インクジェットプリンター複合機
▶ベビーバス　▶本棚（3つ）　▶座椅子
▶靴箱　▶電気のかさ　▶ベビーゲート
▶室内物干し　▶小型犬用ケージ　▶電子血圧計

　
国
民
健
康
保
険
で
は
、
次
の
給
付
が
受
け
ら

れ
ま
す
。
該
当
す
る
場
合
は
、
忘
れ
ず
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

出
産
育
児
一
時
金

　
被
保
険
者
が
出
産
し
た
場
合
、
申
請
に
よ
り
、

国
民
健
康
保
険
か
ら
出
産
育
児
一
時
金
42
万
円

を
給
付
し
ま
す
。

　
そ
の
際
、
医
療
機
関
が
国
民
健
康
保
険
へ
出

産
育
児
一
時
金
42
万
円
を
請
求
す
る｢
直
接
支

払
制
度｣

を
利
用
で
き
ま
す
。
出
産
費
用
が
42

万
円
を
超
え
た
場
合
は
、
超
過
分
を
医
療
機
関

に
お
支
払
い
い
た
だ
き
、
42
万
円
を
下
回
っ
た

場
合
は
、
申
請
に
よ
り
国
民
健
康
保
険
か
ら
差

額
分
を
給
付
し
ま
す
。

　

｢

直
接
支
払
制
度｣

を
利
用
し
な
い
場
合
は
、

被
保
険
者
へ
42
万
円
を
給
付
し
ま
す
。

療
養
費

　
次
の
よ
う
な
場
合
、
申
請
に
よ
り
、
内
容
を

審
査
し
て
決
定
し
た
額
の
7
割
か
ら
9
割（
医

療
機
関
窓
口
で
支
払
う
べ
き
一
部
負
担
金
を
差

し
引
い
た
金
額
）を
給
付
し
ま
す
。
振
り
込
み

は
申
請
か
ら
約
３
カ
月
後
と
な
り
ま
す
。

≪
や
む
を
得
ず
保
険
証
を
持
た
ず
に
診
療
を
受

け
た
場
合
≫

必
要
な
も
の　
保
険
証
、
診
療
報
酬
明
細
書（
レ

セ
プ
ト
）の
写
し
、
領
収
書
、
印
か
ん
、
振
り

込
み
先
が
わ
か
る
も
の

≪
医
師
が
治
療
上
必
要
と
認
め
た
コ
ル
セ
ッ
ト

な
ど
の
補
装
具
代
≫

必
要
な
も
の　
保
険
証
、
診
断
書
ま
た
は
意
見

書
、
内
訳
書
、
領
収
書
、
印
か
ん
、
振
り
込
み

先
が
わ
か
る
も
の

さ
ま
ざ
ま
な
給
付
が
受
け
ら
れ
ま
す

国
民
健
康
保
険
任
意
給
付海

外
療
養
費

　
旅
行
な
ど
で
海
外
に
滞
在
中
に
医
療
機
関
を

受
診
し
た
場
合
、
申
請
に
よ
り
、
そ
の
費
用
の

一
部（
国
内
で
の
給
付
相
当
分
）を
給
付
し
ま

す
。
た
だ
し
、
治
療
目
的
で
海
外
へ
渡
航
し
た

場
合
は
不
可
と
な
り
ま
す
。

必
要
な
も
の　
保
険
証
、
領
収
書
、
診
療
内
容

の
明
細（
現
地
に
て
作
成
）、
印
か
ん
、
振
り
込

み
先
が
わ
か
る
も
の
、
パ
ス
ポ
ー
ト

▼
外
国
語
で
作
成
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
日
本

語
の
翻
訳
文
を
添
付
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て

い
ま
す

▼
必
要
書
類
は
保
険
年
金
課
に
あ
り
ま
す
の
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

葬
祭
費

　
被
保
険
者
が
死
亡
し
た
場
合
、
そ
の
葬
祭
を

行
っ
た
人
に
5
万
円
を
給
付
し
ま
す
。

必
要
な
も
の　
保
険
証
、
印
か
ん
、
葬
祭
を
行

っ
た
人
が
わ
か
る
も
の（
葬
祭
の
領
収
書
・
会

葬
礼
状
等
）、
振
り
込
み
先
が
わ
か
る
も
の

※
ど
の
給
付
も
一
定
の
期
間
が
経
過
す
る
と
受

給
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

保
険
年
金
課　
☎
内
線
1
２
8

国
保
・
高
齢
者
医
療
担
当　

Ｆ
Ａ
Ｘ（
7
４
）5

６
１
3
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☎町役場 0467（74）1111

相
模
川
の
洪
水
情
報
を
配
信
し
て
い
ま
す

町
外
の
認
可
保
育
所
の
申
し
込
み

私
立
幼
稚
園
募
集
要
項
の
配
布

　
近
年
、
記
録
的
な
豪
雨
に
よ
り
全
国
的
に
大

規
模
な
水
害
や
土
砂
災
害
が
頻
発
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
異
常
気
象
の
影
響
で
、
今
後
は
ま
す
ま

す
洪
水
の
発
生
頻
度
が
高
ま
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
相
模
川
の
大
規
模
な
洪
水
の
発
生

が
予
測
さ
れ
る
、
ま
た
は
発
生
し
た
場
合
に
、

皆
さ
ん
の
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
洪

水
情
報
を
配
信
し
て
い
ま
す
。

　
従
来
の
防
災
行
政
用
無
線
や
、
テ
レ
ビ
、
ラ

ジ
オ
等
か
ら
の
情
報
の
ほ
か
、
こ
の
洪
水
情
報

を
活
用
す
る
こ
と
で
、
水
害
の
危
険
を
い
ち
早

く
察
知
す
る
こ
と
が
で
き
、
自
主
的
な
避
難
行

動
等
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

配
信
エ
リ
ア　
町
内
全
域

配
信
情
報　
相
模
川
に
お
い
て
河
川
氾
濫
の
お

そ
れ
が
あ
る（
氾
濫
危
険
水
位
を
超
え
た
）情
報

お
よ
び
氾
濫
が
発
生
し
た
情
報

水
位
観
測
所　
相
模
大
橋
水
位
観
測
所（
海
老
名

市
）、
上
依
知
水
位
観
測
所（
厚
木
市
）

　
来
年
4
月
か
ら
町
外
の
認
可
保
育
所
の
入
所
を

希
望
す
る
人
向
け
の
申
込
書
を
配
布
し
ま
す
。
町

に
住
民
票
が
あ
り
、
町
外
の
認
可
保
育
所
に
入
所

を
希
望
す
る
場
合
は
、
保
育
・
青
少
年
課
へ
申
し

込
み
が
必
要
で
す
。

注
意
事
項

▼
申
込
書
は
10
月
1
日（
月
）か
ら
同
課
で
配
布
し
ま
す

　
来
年
4
月
に
県
内
の
私
立
幼
稚
園
に
入
園
す

る
園
児
の
募
集
時
期
が
決
ま
り
ま
し
た
。
詳
し

く
は
、
各
私
立
幼
稚
園
、
県
私
学
振
興
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　明治29年、御所見村獺郷(現・
藤沢市)に生まれました。大正5年
に神奈川県師範学校を卒業後、
愛甲郡、寒川などで小学校訓導
として勤務。昭和21年から24年
には寒川町国民学校・寒川小
学校の校長を務めました。一方
で、大正11年発足の相武史談会
にその名を連ね、町制10周年を
記念して刊行された『史話さむ

かわ』の執筆を担当。寒川の郷土史研究の発展に寄与しまし
た。さらに初代公民館長として社会教育の基礎を築くなど、
文化事業に力を入れた真田喜一町長の施策を支えました。

寒川を築いた人たち
郷土史研究と
社会教育を推進
明治29年～昭和26年(1896～1951)

加
か と う

藤丘
お か の す け

之助第6回

問寒川文書館　☎（75）3691　FAX（75）3758

詳しく知りたい人は
文献　『史話さむかわ』、『目でみる寒川』、『寒川町史』7、13

寒川のことを調べるなら寒川文書館（寒川総合図書館4階）へ

≪
注
意
事
項
≫

▼
携
帯
電
話
事
業
者
の
基
地
局
等
の
関
係
に
よ

り
、
配
信
エ
リ
ア
近
郊
の
人
に
も
送
信
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す

▼
携
帯
電
話
等
の
電
源
が
入
っ
て
い
な
い
場
合

や
圏
外
、
電
波
状
況
の
悪
い
場
所
、
機
内
モ
ー

ド
時
、
通
話
中
、
パ
ケ
ッ
ト
通
信
中
の
場
合
は

受
信
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

▼
ご
利
用
の
機
種
に
よ
り
、
緊
急
速
報
メ
ー
ル

に
対
応
し
て
い
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

■
問
い
合
わ
せ
先

町
民
安
全
課　
☎
内
線
2
８
4

災
害
対
策
担
当　
Ｆ
Ａ
Ｘ（
7
４
）９
1
４
1

▼
申
し
込
み
の
締
め
切
り
に
つ
い
て
は
各
市
町
村

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

▼
町
内
の
認
可
保
育
所
の
入
所
を
希
望
す
る
人

は
11
月
1
日（
木
）か
ら
配
布
予
定
で
す

■
問
い
合
わ
せ
先

保
育
・
青
少
年
課
　
☎
内
線
1
５
2

保
育
担
当　
Ｆ
Ａ
Ｘ（
7
４
）5
６
1
３

募
集
要
項
配
布　
10
月
15
日（
月
）か
ら

願
書
受
付　
11
月
1
日（
木
）か
ら

■
問
い
合
わ
せ
先

県
私
学
振
興
課
　
☎
0
４
5（
2
１
0
）3
７
6
８

還
付
金
詐
欺
に
ご
注
意

　

高
齢
者
に
対
し
、
町
職
員
等
を
名
乗
り｢

保

険
料
の
還
付
金
が
あ
る｣

な
ど
と
言
っ
て
個
人

情
報
を
聞
き
出
し
た
り
、
資
料
を
送
付
す
る
の

で
返
信
し
て
ほ
し
い
と
要
求
し
た
り
す
る
電
話

に
関
す
る
相
談
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
不
審
に
思
っ
た
ら
電
話
を
切
り
、
簡
単
に
個

人
情
報
を
教
え
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

｢

お
金
が
返
っ
て
く
る｣

な
ど
還
付
金
詐
欺
と
思

わ
れ
る
電
話
が
あ
っ
た
場
合
は
、
す
ぐ
に
警
察
や

消
費
生
活
相
談
室
な
ど
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

<

事
例>

　
町
職
員
を
名
乗
る
者
か
ら｢

医
療
費
の
還
付
金

が
あ
る｣

と
の
電
話
。
不
審
に
思
い
、
町
役
場
に

確
認
す
る
と｢

そ
の
よ
う
な
職
員
は
い
な
い｣

と

言
わ
れ
た
。

■
問
い
合
わ
せ
先

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン　
☎
局
番
な
し
1
８
8

町
消
費
生
活
相
談
室
　
☎
内
線
2
５
5（
月
・
木

曜
日
午
前
10
時
〜
正
午
、
午
後
1
時
〜
4
時
、

受
付
は
3
時
ま
で
）
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外が
い
こ
く
せ
き

国
籍
の
お
子こ

さ
ん
の
就し

ゅ
う
が
く学

は
町ま

ち

教き
ょ
う
い
く育

委い
い
ん
か
い

員
会

へ
申も

う

し
込こ

み
が
必ひ

つ
よ
う要

で
す

　

外
国
籍
の
お
子
さ
ん
が
町
立
小
・
中
学
校
へ

入
学
を
希
望
す
る
場
合
は
、
町
教
育
委
員
会
へ
の

申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
来
年
4
月
に
町
立
小
・

中
学
校
に
入
学
す
る
子
ど
も
は
左
表
の
と
お
り

で
す
。
該
当
す
る
子
ど
も
の
保
護
者
は
、
町
教

育
委
員
会
学
校
教
育
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

学
校
へ
行
こ
う
週
間

町
立
小
・
中
学
校
を
公
開
し
ま
す

　
保
護
者
や
地
域
の
人
た
ち
の
学
校
に
対
す
る

理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、
10
月
中
旬
か
ら

下
旬
に
町
立
小
・
中
学
校
を
公
開
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
各
学
校
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

小
・
中
学
校
の
お
知
ら
せ

　作　： 宮沢　賢治
　絵　： 和田　誠
出版社 ： 岩崎書店

　腹をすかせた2人の若い紳士は、山奥で1軒の立派
な店を見つけます。「当軒は注文の多い料理店ですか
らどうかそこはご承知ください」。2人は、店からの
注文が多い理由を高級店だからだと思い、部屋ごと
に書かれている指示どおりに服を脱ぎ、鉄砲をはず
し、身体にクリームを塗っていきます。やがて2人
が気づいた店の正体とは。
　長年読み継がれている名作です。

注文の多い
料理店

寒川総合図書館発信

本棚のだ～なくんの
この本、知ってる？

本棚のだ〜なくん

問寒川総合図書館　☎（75）3615　FAX（75）3669

童 話

■
問
い
合
わ
せ
先

学
校
教
育
課
　
☎
内
線
５
２
4

学
事
指
導
担
当　
Ｆ
Ａ
Ｘ（
7
５
）９
9
０
7

登録団体を紹介します
小谷自治会｢子ども見守り隊｣

目的　子どもたちの安全・安心
活動　2016年に結成10周年を迎え、保護者と協力し
て子どもたちの安全・安心を守る理想の体制が整いつ
つある。保護者も、子どもたちの安全・安心が第一と、
小谷小学校児童の下校時の見守りボランティア活動に
取り組んでいる。さらに今年9月からは、若い男性の
PTA会長の参加も実現し、今後高齢化に伴う活動衰退
の懸念が解消されることを期待している。
※町民ボランティア団体等登録制度について、詳しく
は協働文化推進課へお問い合わせください。
問協働文化推進課　☎内線272 協働担当　FAX（74）9141

寒川町町民ボランティア団体等登録制度

区分 対象者の
生年月日

小学校
2012年

4月2日～
2013年
4月1日

中学校
2006年

4月2日～
2007年
4月1日

学区 日時 場所

旭
小学区

10月29日
（月）

旭小学校
体育館

小谷
小学区

11月5日
（月）

小谷小学校
体育館

一之宮
小学区

 11月19日
（月）

一之宮小学校
体育館

寒川
小学区

11月26日
（月）

寒川小学校
体育館

南
小学区

 12月3日
（月）

南小学校
体育館

■来年4月に町立小・
　中学校に入学する
　子ども

■就学時健康診断の日時・場所 新
入
学
児
童
は
就
学
時
健
康
診
断
を
受
診
し
て

く
だ
さ
い

　
来
年
4
月
に
小
学
校
へ
入
学
す
る
子
ど
も
た

ち
の
健
康
診
断
を
実
施
し
ま
す
。

受
付
時
間　
午
後
1
時
30
分
〜
2
時　

対
象　
２
0
１
2
年
4
月
2
日
か
ら
２
0
１
3

年
4
月
1
日
の
間
に
生
ま
れ
た
子
ど
も

※
詳
し
く
は
保
護
者
に
通
知
を
郵
送
し
ま
す
。

平日
 土曜日・休日

東ルート
11.4人

7.8人

平日
 土曜日・休日

倉見大村ルート
6.2人
5.1人

平日
 土曜日・休日

南ルート
3.7人
2.5人

問都市計画課　☎内線322
　 都市計画・開発指導担当
　 FAX（75）9906

コミュニティバス
もくせい号

8月のコミュニティバス
1便当たりの平均乗車
人数をお知らせします

前年度比
＋0.2人
＋1.4人

前年度比
−0.6人
＋1.1人

前年度比
−0.3人
＋0.6人
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☎町役場 0467（74）1111

JICAボランティアに行ったきっかけはなんですか。
　以前から海外での教育に興味があり、大学在学中にベトナム、
カンボジアでの教育プログラムを体験できるツアーに参加しま
した。中でも貧しい地域に住んでいながらもたくましく笑顔で
生きている子どもたちの姿が心に残り、海外で子どもたちを教
えたいという想いが強くなりました。卒業後、教師となり、寒
川の小学校で子どもたちに夢を持つ大切さを教えていく中で、

「海外で」というもう一つの夢を叶えたいと思いました。
 
派遣先はどのようなところでしたか
　派遣先は、パラグアイの首都アスンシオンからバスで3時間半
離れているバレンスエラ市です。パインナップルの名産地で大
草原が広がる素敵な町です。ただ、寒暖差が激しく、インフラ
整備も日本と比べると進んでいない状況でした。私のホームス
テイ先では、お湯が止まることもあり、シャワーを浴びるのが
難しいときもありました。
　そのときは、辛かったですけれど今思えばすごくいい経験が
でき、柔軟性が身についたと思います（笑）
　また、つらいことや困ったことがあったときも現地の人や
JICA、同期や先輩後輩などに支えられながら２年間無事に過ご
すことができました。チームワーク、絆、助け合い、思いやり、
私が信じていたものは嘘ではなかったなと思いました。
 
現地では何を教えていたのですか。
　私は算数教育の普及で訪れていました。勤務地でも担任の先
生に補助してもらいながら授業を行っていましたが、周辺校に
もボランティアが派遣されているようなところだったので、近

隣校のボランティアや現地の先生の代表者が集まって算数の指
導技術向上のための研修も同時に行っていました。私たちがい
なくなったあとも先生たちが活動できるようなシステムづくり
をボランティア同士、先生同士で連携、協力をしていくスタン
スでした。
　JICAとのパイプ役で会議も多く、学校に顔を出せないことも
多々ありました。久しぶりに学校に行くと、生徒たちが「いつア
ヤコは授業してくれるの」って言ってくれたことがすごく嬉し
かったです。それが一回だけではなくて、何回も言ってくれて。
私がやってきたことは無駄じゃなかったと思いました。

海外支援を行ってそのまま住む人もいると思うのです
が、寒川に戻る選択をした理由はなんですか。
　パラグアイのバレンスエラ市に行ったのは私だけ、それも寒
川町から行ったのも私だけなんです。町の子どもたちに海外で
の経験を伝えたかったというのが一番の理由です。私は日本の
良さも改めて実感できたので、比べるというわけじゃなくてそ
れぞれのいい文化、いいところを子どもたちには知ってほしい
と思ったのです。すべての子どもが海外に必ずしも行くわけで
はないと思うのです。でも、私の生身の体験を子どもたちに伝
えることによって少しは心に残ってくれるかなと思っていたの
で、このチャンスを生かさない手はないと思いました。
　私は、寒川町に育ち、地元で教師になり、海外支援を期に退
職をしました。でもやっぱり私のふるさとは寒川なので、実際
に町の子どもたちも後輩にあたります。9月からまた町内の小
学校に勤務していますが、町の子どもたちの未来に少しでもい
い影響を与えることができたらいいなと思っています。

JICAボランティアで
活躍した人にインタビュー！

半田 彩子さん
　今回は、JICAボランティアとして2年間パラグアイ
に派遣され、教育支援を行った、半田彩子さん（現
在、町内小学校に勤務）にインタビューをしました。

現地での写真

14広報さむかわ　2018.10



楽しいイベントや記憶に残る
出来事を写真で紹介します。

9

13
いっぱい採れたよ！
お芋掘り

　寒川高校の裏の畑で一之宮愛児園の園児とさがみ農協寒川町
青壮年部の皆さんでお芋掘りをしました。
　お芋掘り初体験の園児たちは、お芋の根を見つけては力いっ
ぱい引っ張りながら、掘っていました。「すごいよ！」「いっぱい
とれたよ」と笑顔でお芋を見せてくれました。また、さがみ農協
同部の皆さんにお礼として園児
たちが「ありがとう」と書いた手
作りの花の形をした首飾りを渡
していました。

8

17

9

5 各地の自慢の
梨が勢ぞろい
湘南梨品評会

いざという
時のために

　湘南梨品評会が大和市役所正面玄関前だれでも広場で開
催されました。
　この品評会は、各市町の梨生産農家自らが生産した梨の外
観、品質などを比較検討し、優良果実生産の栽培方法を研究
するとともに、地域特産物の育成を図り、消費者に広く紹介
することを目的に開催されています。
　寒川町では、一等二席（大和市議会議長賞）金子由美子さん

（幸水）、一等三席（大和市農業委員会会長賞）金子共秀さん（幸
水）生産の梨が受賞しました。

　地震発生時の安全確保行動を県内全域で行うかながわ
シェイクアウト（いっせい防災行動訓練）を町役場で実施
しました。
　午前11時のアナウンスを合図に、この日来庁された人や
職員が、頭を守りながら机の下に入り、安全確保行動を確
認しました。
　さらに役場では、AED（自動体外式除細動器）による救護
訓練を行い、いざという時のための準備を行いました。
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